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堀

江

歸

一

本
書
は
歐
洲
戰
爭
の
末
期
か
ら
、
；：大
正
十1

1年
震
災
直
後
に
至
る
數
年
間
の
我
_
經
濟
狀
態
に
就
て
"
著
者
の
朿 

M
商
科
大
學
に
於
て
、
試
み
た
講
演
を
筆
錄
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
曩
に
公
に
さ
れ
代「

戦
時
及
戰
後
に
於
け
る
我 

國
の
對
外
金
融」

の
姉
妹
編
若
し
く
は
續
編
と
認
め
る
こ
と
が
出
來
る
o
右
の
年
間
箸
者
は
或
は
日
本
銀
行
總
«

S
 

‘し
て
、
成
る
程
度
ま
で
>

_
府
の
金
融
政
策
：に
*

»
し
て
居
ぅ
、
成
は
大
藏
大
臣
と
し
て
、
震
災
直
後
の
經
濟
政
策 

を
®
當

し

て

.居

っ

た

爲

め

V

本
書
代
記
述
す
る
所
が
盡
ぐ
事
實
に
立
»
し
て
居
り
、
又
活
氣
の
横
溢
す
る
趣
き
の
離 

め
ら
れ
る
も
の
は
あ
る
が
、
同
時
.に
萁
饑
論
が
多
ぐ
自
己
の
所
爲
に
對
す
る
辯
識V 」

爲
ぅ
、
說
明VJ

爲
る
倾
台
の
あ 

る
の
は
*
已
む
を
得
な
いVJ

し
て
も
、
時
に
實
狀
を
述
べ
て
？
足
ら
ざ
る
や
に
俎
は
れ
る
所
、
關
係
者
に
惲
つ
て
、 

立
言
を
半
途
^
止
め
た
S
認
め
ら
れ
る
節
の
あ
る
の
は
、五

：：

人
の
物
足
ら
ぬ
感
を
懷
ぐ
點
で
め
っ
て
、
寬
し 
<
學
生 

.

に
對
す
る
講
義
どm

ふ
が
妯
き
、
束
縛
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
著
者
向
ら
僞
ら
す
、
飾
ら
ざ
る
吿
白
を
試
み
た
な
ら 

ば
、
觅
に
世
間
を
益
す
る
こ
ビ
の
大
な
る
を
信
ず
る
の
で
あ
る
。

绾1

章
に
於
て
"
蓊
教
が
大
正
七
八
尔
當
時
に
於
け
る
好
景
氣
時
代
か
ら
、
次
第
に
投
機
熱
の
勃
典
す
る
に
至
っ 

た
狀
況
を
叙
述
す
る> 」

ど
、
甚
だ
：詳
密
で
あ
つ
て
、
政
府
、
銀
行
、
一：般
世
間
共
に
浮
ツ
調
：子
に
奪
ら
れ
て
、
所
謂
空
.

景
氣
を
誘
導
し
た
乙
と
に
就
て
、
嘆
聲
を
發
し
て
居
る
。
然
ら
ば
當
時
の
日
傲
總
裁
で
あ
つ
た
著
者
の
如
き
卒
先
世 

問
に
瞥
街
す
る
所
あ
る
可
さ
道
理v

あ

^
'
、
：
又

警

齿

の

重

要
手
段
ビ
し
て

、
日
銀
自
ら
金
利
を
9
上
げ
る
の
か
當
然 

の
道
で
あ
づ
た
の
に
、
其
際
日
銀
の
金
利
を
引
上
げ
る
や
、
甚
だ
綾
漫
で
あ
つ
て
投
«
熱
勃
興
當
時
に
於
け
る
中 

央
銀
行
の
金
利
政
策
S
し
て
>
:其
體
釔
成
さ
な
炉
つ
扣
こ
せ
が
ー
般
化
認
め
ら
れ
る
。
現
に
評
者
の
如
き
*
日
本
銀 

行
の
金
I利
引
上
に
依
つ
て 
> 

;
市
^
を
罾
戒
し
、：
市
中
龈
行
を
し
て
放
漫
な
る
信
用
の
膨
脹
を
愼
ま
し
め

る

必
要
を
論 

述
し
^
乙
ぐ
し
、

一
«
に
业
.ま
ち
な
か
つ
た
の
で
あ
る
0
然
も
斯
る
忠
言
は
當
局
者
の
容
る
、
所
ミ
爲
ら
ず
、
投
機
熱 

勃
典
の
極
、
大
正
九
年
三
月
0

恐
懺
が
誘
致
さ
れ
"
殊
に
好
景
氣
時
代
の
放
漫
政
策
が
大
な
る
禍
を
及
ぼ
し
て
、
反 

，動
的
不
景
氣
;0
勢
を
甚
だ
し
が
ら
し
め
た
跡
の
存
す
る
以
上
は 

> 日

本
鈒
行
の
如
き
大
正
九
年
の
恐
慌
、
其
後
の
不 

I景

氣

に

■

しV
Iは
、

1
部

:0
:責
任
5:
負
ぅ
可
き
地
位
に
居
る
艺
云
へ
る
か
も
知
れ
な
い
。
此
點
に
就
て
、
井
上
氏
が 

:

本
書
第
.：

1
:

章
に
於
て
ノ
 

漏
：：

m

私
は
祁
時L

L

澈
見
谘
か
#

い
て
、
邡
筋
！2
出
し
?:
”(

小
略)

何
マ
も
總
て
緊
縮
方
針
か
取
る
、
政
府
は
时
政
の
緊
縮
方
針
^
取
り
、=

本
銀
行
は 

:

金
利
か
引
上
げ
る
0
輸
出
も
或
る
品
2
!の
も
の
は
停
也
し
、
又
|-
1
制
限
す
可
し
>

總
て
手
の
屆
く
限
り
引
締
る
方
針
知
拗
る
こ
と
|-
し
て
、
此
空 

设
勉
の
€
常
に
上
リ
つ
>
れ
る
所
4*
上
ら
せ
ぬ
や
ぅ
に
す
る
ミ
云
ふ
方
紙
^
施
す
ょ
”
外

な

い

、

斯
ぅ
一

K

ふ
考
で
ゎ
り
先
し
れ
。

i

述
べ
て

I

居
る
。
即
ち
井
山
氏
は
緊
縮
警
戒
を
必
要
ど
し
、
：政
府
の
財
政
緊
縮
V
C日
銀
の
利
上
げVJ

を
併
行
せ
し
め 

る
意
.見
で
あ
っ
た
ょ
ぅ
.で
.あ
る
。
然
も
政
府
が
一
向
.緊
縮
に
力
を
致
さ
な
か
っ
た
爲
め
に
、
日
銀V」

し
て
も
余
利
引 

上
に
勉
め
な
か
つ
た
し
、へ
幾
分
が
行
は
れ
た
金
利
引
i

も
效
果
を
葵
さ
な
か
つ
たw

1
K

ふ
意
味
S

解
さ
れ
る
。
當
時 

0:
«
府

は

原

內

開

の

卞

：に
>

高
橋
是
淸
成
を
藏
相
と
し
て
"
財
政
.上
に
、
經
濟
上
k
放
漫
を
事
ミ
し
、民
問
の
空
燉
氣. 

を
煽
揚
す
る
.乙W

を
能
事
t
し
•て
居
つ
た
次
第
で
あ
る
か
ら
、
井
上
氏
の
2
3銀
總
裁
ふ
し
て
の
緊
縮
意
見
の
如
き
、 

政
府
の
願
み
る
所
と
爲
ら
な
か
つ
た
の
は
論
を
俟
た
な
い
。
井
上
氏
の
右
の
叙
述
に
し
て
誤
ま
ざ
る
も
の
、ヒ
す
れ
ば
、
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四

t

時
の
.政
府
は
日
銀
總
裁
の
正
常
な
る
意
見
即
ち
緊
縮V」

利
上
：と
を
併
行
せ
し
め
ょ
ぅ
ふ
葸
見
を
卬
止
し
て
、 

空
贳
氣
煽
揚
ど
云
么
«
車
身
狎
し
て
：、
悔
ら
な
か
つ
た
も
の
で
あ
つ
て
"
經
濟
社
龠
榄
亂
の
責
は
一
に
政
府
に
槃
る 

マ

」

云
ふ
こ
と
が
井
上
氏
：に

依

P
て
、
翦
寄
^
れ
た
ざ
■斷
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
、

.•

r
ら
ば
次
に
起
る
®
は
在
來
の
*

く
日
本
銀
行
を
制
度
組
織
の
上
に
於
て
、
吹
府
!■
:

a
M
t
t
;

せ
V
政
府
の
.或
る 

.政
11
を
&
行
1

ろ
犠
牲
た
&'
^

め
、
日
銀
當
周
者
か
金
副
調
節
上
に
正
し
き
意
見
を
懷
抱
し
て
居
つ
て
も
、
政
府
に 

阻
止
^
れ
て
.、
.之
を
行
ぅ
を
得
ざ
る
が
如
き
有
樣
は
何
$
し
し
も
觉
し
き
を
将
た
も
の
ご
考
へ
ら
れ
な
い
、
之
を
改 

革
す
る
に
，は

、
如

何

に

す

可

き

や

V」

云

ふ

こ

と

に

爲

る:■ 
°中
央
鈒
行
苦
し
く
は
日
本
銀
行
に
就
て
、
井
上
氏
の
述
べ 

る
所
數
千
言
の
多
き
に
及
ん
だ
が
、
遂
に
趣 
一
*

に
觸
れ
な
か
o
fa
の
は
、
興
人
の
遺
慽
ミ
す
る
所
で
あ
る
。
唯
第 

ー
：：四

章

の

末

属

に

於

て

、

;:
;
:
.
:
.
:

」

5

;

倫
敦
市
中
の
命
融
の
樞
軸
は
英
蘭
龈
行
が
握
つ
て
识
る
ミ
官
つ
て
宂
い
の
で
す
、偷
敦
の

-i
f
f融
調
節
は
英
樹
銀
行
9
總
狨
がn

り
で
握
つ
て
屈
る
。

ど
述
べ
て
，
政
府
に
對
'(
.
て
獨
泣
の
地
位
に
居
る
英
龅
鈒
行
を
稱
揚
し
、
之
に
®
い
て 

,-

日
本
顧
行
り
如
き
も
今
後
.は
政
府
ら
國
戊
も
之
か
見
る
こ
と
か
L
ぅ
少
し
變
へ
ま
し
て
、
段
々
わ
の
機
關
か
立
猇
な
も
の
|-
し
"
國
m
か
ら
乾
11
1 

,

さ
れ
る
機
關
I:
し
て
、
同
吨
1:
世
の
益
办
岱
す
や
ぅ
(:
し
打
け
れ
ば
な
ら
ぬ
>

」

考
へ
て
炳
る
次
笫
で
わ
り
ま
す
。

述
べ
た
の
，は
、

日
本
.銀
行
を
し
，て
政
*
か
ら
獨
立
せ
し
め
る
の
必
要
を
著
者
自
ら
吿
白
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い

か
、
，
私
は
典»
に
就
て
、
1:
者
の
忌
憚
な
き
說
明
を
得
る
こ
士
を
欲
す
る
"

著
漭
が
物
價
V
J
M貨
と
の
關
係
に
.就
き
"
.
_
疋
し
き
見
解
を
持
し
、
殊
^
信
用
通
貨
の
併
用
を
承
認
し
、
我
國
民
間

銀
行
の
，T
始
末
を
痛
嘆
し
、
殊
に
銀
行
が
富
豪
や
齊
業
家
の
金
融
機
關
に
供
さ
れ
て
、
^
$
礎
を
危
ぅ
す
る
弊
を
衍

摘
し
た
諸
S
又
今
日
を
以
つ
て
、
日
本
銀
行
の
保
燈
哗
備
制
限
を
破
張
す
る
時
機
に
非
ず
>

」

斷
定
し
*

こ
€
は
、
菩 

•人
の
贊
成
を
惜
ま
な
い
所
で
あ
る
o

-

-

---
-

-

.外
_
爲
替
幷
に
金
輸
出
解
禁
問
題
に
就
て
、
日
鈸
當
局
者V」

し
て
、
財
政
當
局
者V」

し
て
、
深
き
關
係
を
有
す
る 

1
. 

著
者
は
如
何
な
る
說
明
を
^
み
て
®

る
か
、
；此
ー
報
は
本
#

中
最
も

興

味
あ

る

部
分
で
あ
るo
第
.五
_奪
^
於
て
^

^

は
震
災
直
後
の
爲
替
相
場
を
叙
し
、
.

地
沿
の
^

は̂
&
十
.九
外
の
相
傲
で
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
.れ
が
十
ニ
午
の
十
ニ
月
.の
末
に
('
1
四
十
八
郎
(:
下
り
ま
し
た
.
0そ
れ
か
ら
十
三
年
|:
行

.

四
月Li

は
結
局
四
十
弗
表
で
下
つ
た
の
で
わ
り
ま
す
、
即
ち
丁
.:::丨 

.
度
四
-
ヵ
の
間
1
1七
卯
許
り
相
勘
が
下
4
ま
し
た

i
班
も
な
げ
k

說
明
し
て
居
る
が
、
元
來
麓
災
肢
後
に
於
て
ば
、
政
府
の
疋
貨
拂
下
方
針
に
は
何
等
の
變
近
が
加
へ 

ら
れ
ず
"
寧
ろ
其
拂
下
を
自
*

に
し
て
"
,:
'
1方
た
對
米
爲
替
相
場
を
四
十
九
卯
半
^
維
持
し
、
靈
災
復
興
に
必
要
な 

る
材
料
の
輸
入
に
便
1:
を
與
.へ
る
の「

が
著
者
を
藏
#

ど
す
る
大
藏
鲎
の
爲
替
政
策
で
あ
つ
：て
、
此
方
針
は
大
正
十
一
一 

半
十
一
パ
ま
で
、
繼
續
さ
れ
た」

の
.で
.あ
る
。
然
る
に
當
時
輸
入
超
過
の
增
加
に
加
ふ
る
に
、
贸
易
外
の
貨
借
孙
琴
卜 

ぐ
戕
國
に
不
利
ど
爲
る
にJ

及
.ん
で
"

政
府
は
右
の
®
値
を
維
持
す
る
能
は
ず
と
し
て
、
之
を
引
下
げ
た
一
方
^
"
十 

ニ
月
に
：至
る
や"
全
然
疋
貨
;0
拂
ド
を
中
北
す
る
^
至
0
穴
:0
:
此

一

事
が
爲
#
低
落
、
爲
替
市
場
混
亂
を
惹
起
す
对 

力
な
る
原
因
.ぞ
爲
つ
た
こ
と
は
.
摩
ぅ
可
；か
ら
ざ
る
*;
'
實
で
あ
つ
て
、
當
時
の
財
政
當
屈
者
は
何
故
に
急
遽
斯
る
方 

fl
R
出
で
た
も
の
で
あ
る
が
、
當
時
世
人
の
興
樣
に
感
ず
る
所
で
あ
つ
た
。
而
し
て
斯
る
方
針
の
變
近
を
行
つ
た
常 

屈
者
は
井
上
氏
で
あ
つ
た
ミ
す
れ
ば
、
其
井
上
氏
自
ら
今
日
商
由
の
地
位
に
立
つ
て
震
炎
直
後
の
爲
替
栩
場
を
^
ず 

る
場
合
に
は
"

一
言
の
此
所
に
及
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
埋
で
あ
る
の
に
ノ
遂
に
之
を
見
る
を
得
な
か
つ
た
の
は
、

吾
人
の
物
姐
ら
ぬ
感
を
懷
く
所
.で
あ
る
。
著
者
が
金
輸
出
の
即
時
解
禁
論
に
反
對
し
て
居
る
0

は
、
私
も
問
說
で
あ 

.る
が
、
忽
ら
ば
如
何
に
し
て
解
禁
の
行
は
れ
得
る
狀
勢
を
作
り
出
す
か
i
云
ふ
點
に
就
て
は
、
^
貿
n勿
の
改
善
に
依
.

つ
て
爲
替
相
場
の
、

ミ
ン
ト
、

パ
ー
に
達
す
る

?:
待
つ
と̂

ふ
の
で
は
、
甚
だ
し
き
無
策
で
は
あ
る
ま
い
か
、

#
.
h 

.

.
■第
*
r
*
i
^
4
,
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:
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1
1
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第

八

號

ー
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、

氏
の
»
論
ビ
し
て
は
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.
.
是
れ
亦
^
人
の
.物
足
ら
ず
ど
す
る
所
で
.あ
る
。

,.
以
上
は
評
者
が
本
書
を
通
讀
し
た
際
に
心

#

い
れ
點
の
成
る
も
の
に
就
て
、
私
見
を
述
べ
た
も
の
で
ゐ
る
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る
に
才
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は
著
者
の

^
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に
甚
ィ
亂
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ぁ
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爲
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者
の
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け
る
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す
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を
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へ
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れ
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書
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於
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學
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ざ
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つ
て
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吾
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書
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門
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術
的
產
物
で
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い
こ
ビ
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論
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ぁ
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藏
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れ
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實
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績
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ボ
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濟
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ら
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西
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し
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論
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叙
述
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濟
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介
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に
對
す
る
枇
評
を
論
評
し
て
、
典
の 

學
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猶
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な
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値
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た
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迫
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